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「もったいないで省エネ生活」

学習研究社 編

「もったいな
い」について、
あなたは不思議
に思ったことは
ありませんか。
鐚巻町の新エネ
ルギーも紹介し
ています。

「明日へアクセス」
藤村かおり 著

愛犬のミルク
と一緒にボラン
ティアを始めた
高校生のひと
み。でも、とん
でもないことに
巻き込まれてし
まうことに…。

「不思議の国の全校朝会」
川村庸子 編

子どもの心を
豊かに育

はぐく

む岩手
発・学校教育の
新しい試み。久
慈湊小学校で実
践された、マジ
ックショーみた
いな全校朝会。

１月７日から11日まで開催された「ふるさと

発見！いわて少年交流セミナー」に参加して沖

縄県を訪問した芳田沙紀さん（吉ヶ沢小６年）

の体験リポートを紹介します。

まなびぃ体験リポート

「沖縄で学んだこと」

芳田　沙紀紀

私がこの研修で一番心に

残っているのは、宮良
み や ら

ルリ

さんによる沖縄戦の話です。

学校に行けない、次々に人

が死ぬ…。最後には自分以

外の人に同情できないくらいの状態だったそう

です。平和祈念資料館には戦争で犠牲になった

人々の写真が掲示されていました。私はそれを

見ているだけで心が変になりそうでした。人間

が人間でなくなる、本当にその通りだと思いま

した。

沖縄にはたくさんの文化や楽しさがあります。

でも、このように悲しい出来事があったなんて、

一つも知りませんでした。私は、戦争の体験を

聞いて怖くなりました。「戦争は二度と起こした

くない」と私は思います。宮良さんのように戦

争の恐ろしさを伝えていきたいです。いえ、伝

えていきます。

この研修で経験したことを、これからの生活

に生かしていきたいです。

生涯学習まなびの森「みつけよう学ぶ楽しさ、いち、に、さん」 三浦悠佳さん（鐚巻小６年）の作品
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二
十
三
人
が
受
講
し
た
こ
の
コ
ー
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は
、
レ
ク
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と
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い
て
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、

ニ
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技
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を

身
に
付
け
ま
し
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。
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司
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さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
こ
の
コ
ー

ス
は
、
十
五
人
が
受
講
。
幼
児
へ
の

読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
や
十
六
ミ
リ

映
写
機
の
操
作
法
、
わ
ら
べ
唄
な
ど

を
学
ん
だ
ほ
か
、
岩
手
産
業
文
化
セ

ン
タ
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（
滝
沢
村
）
で
開
催
さ
れ
た
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絵
本
ワ
ー
ル
ド
イ
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い
わ
て
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
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講
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鐚
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ペ
ー
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く
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や
、
場
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の
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え
る
工
夫
が
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か
り
ま
し
た
。
こ
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た
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す
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と
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し
て
い
ま
す
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本
講
座
の
修
了
者
は
、
今
後
、
生

涯
学
習
の
講
座
や
地
域
の
集
会
な
ど

の
機
会
で
、
学
習
活
動
の
支
援
者
と

し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
。
ち
ょ
う
ど
第

三
コ
ー
ナ
ー
に
差
し
か
か
っ
た
昭
和

二
十
年
度
生
ま
れ
の
町
民
を
対
象
に

「
六
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
二
月
十
一

日
、
ふ
れ
あ
い
宿
舎
グ
リ
ー
ン
テ
ー

ジ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
三

十
二
人
は
、
町
畜
産
開
発
公
社
の
鈴

木
重
男
専
務
理
事
の
講
話
や
料
理
作

り
な
ど
で
懇
親
を
深
め
な
が
ら
、
三

度
目
の
成
人
式
を
祝
い
ま
し
た
。

料
理
作
り
で
は
、
参
加
者
の
一
人

で
、
県
産
食
材
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
賞
の
受
賞
経
験
を
も
つ
阿
部
光

子
さ
ん
（
野
中
）
を
講
師
に
、
そ
ば

が
き
と
飾
り
の
り
巻
き
に
挑
戦
。
の

り
と
か
ん
ぴ
ょ
う
を
使
い
、
パ
ン
ダ

の
顔
を
描
く
の
り
巻
き
は
「
孫
に
喜

ば
れ
る
」
と
好
評
で
し
た
。

丹
内
政
志
さ
ん
（
小
田
）
は
「
講

話
で
は
鈴
木
さ
ん
の
夢
に
向
か
っ
て

取
り
組
む
姿
勢
に
感
心
し
、
料
理
作

り
で
は
大
笑
い
。
良
い
刺
激
を
受
け

た
一
日
で
し
た
」
と
満
足
げ
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

手
際
良
さ
が
勝
負
の
そ
ば
が
き
づ
く
り
。

素
朴
な
郷
土
の
味
を
再
認
識
し
ま
し
た

仲
間
と
と
も
に

人
生
の
第
三
コ
ー
ナ
ー

平
成
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年
度
「
60
歳
の
つ
ど
い
」

私
た
ち
が
応
援
し
ま
す

み
ん
な
の

ま
な
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
修
了

絵本の読み聞かせを実践する
受講生《読み聞かせコース》

町
生
涯
学
習
推
進
本
部
（
本
部
長
中

村
哲
雄
町
長
）
が
本
年
度
新
た
に
開
設

し
た
「
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」
に
は
、
二
つ
の
コ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
三
十
八
人
が
受
講
し
、
そ
れ
ぞ
れ

全
六
回
の
講
座
を
通
し
て
、
専
門
的
な

技
術
や
指
導
者
と
し
て
の
心
構
え
を
学

び
ま
し
た
。

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
（
鉄
鍋
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を
使
っ
た
野
外

炊
飯
の
様
子
《
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》


